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健康増進支援施設の整備健康増進支援施設の整備
とと

なごや健康カレッジなごや健康カレッジ

市民の自主的な健康づくりへの支援市民の自主的な健康づくりへの支援

名古屋市名古屋市

名古屋市のあゆみ

明治22年(1889)10月1日
市制施行で、名古屋市は人口約15万7,000人、面積約13.34km2でスタート。

昭和12年(1937)
名古屋汎太平洋平和博覧会を開催。日中戦争がぼっ発。
太平洋戦争により当時の市域の約4分の1を焼失。
昭和20年(1945)
戦後、いち早く復興都市計画事業に着手。100m道路の建設、平和公園への
墓地移転などの大事業を行い、今日の基盤が確立。

昭和34年(1959)
伊勢湾台風の襲来を受け、死者1,800人余、被災世帯13万人に及ぶ被害を
受けた。この大災害は、その後の街づくり、
『無災害都市』への示唆を与えた。

現在
市域326.45km2、人口約220万人の規模となった。

（H18.4.1 :  2,212,029人）

写真：名古屋市役所本庁舎

市のマーク・木・花

市のマーク（き章）
尾張徳川家で合印として使用されていた「丸に八の字」印とい
われてる。
以来このマークは、名古屋市が将来に向かって限りなく発展

する象徴として、市旗を始め市バス、地下鉄の車両などにも図
案化して使用され、幅広く市民に親しまれている。

市の木 クスノキ

市の花 ユリ

姉妹・友好都市

ロサンゼルス市、メキシコ市、
南京市、シドニー市およびトリ
ノ市と姉妹・友好都市提携を
結んでる。

これは、姉妹友好都市と文
化・教育・スポーツ・経済など
幅広い交流を進める中で、人
種と国境を超えた友愛精神を
育て、国際感覚豊かな市民性
を育むことにより、明日の名古
屋を創造するためにおこなわ
れている。

名古屋市の観光-1

名古屋城天守閣

金鯱（雌）

大坂城、熊本城と並ぶ日本三名城の一つ。天守に取り付けら
れた金の鯱（金鯱・きんこ）は、城だけでなく名古屋の象徴にも
なっている。
昭和２０年５月、B-29による焼夷弾により天守を含むほとんど
を消失した。

名古屋市の観光-2

名古屋港水族館

小さな魚から大きなシャチまで約450種３万点余の海の生き物
が飼育展示されている。
世界最大級のメーンプールをはじめ、北館と南館から成る世
界屈指の巨大水族館。
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名古屋国際会議場
愛称：白鳥センチュリープラザ

平成元年、市制１００周年記念事業「世界デザイン博覧会」のテ
ーマ館として使用され、翌２年に国際会議場としてオープン。
３,０００名収容のセンチュリーホールなどがある。
延床面積 72,165㎡

クオリティライフクオリティライフ2121城北城北
整備事業について整備事業について

●名古屋城

●
栄

●

名古屋駅

クオリティライフ21城北

◎

１ クオリティライフ21城北

名古屋新世紀計画２０１０の「福祉・安全
都市の実現」に向けた先導的プロジェクトの
ひとつとして位置付けられ、北区の志賀公
園西隣の産業技術総合研究所中部センタ
ー移転跡地（約5.2㌶）を保健・医療・福祉の
総合的エリアとして平成22年度完成を目指
し整備するもの

２ 整備予定地

(1) 場所 北区平手町（志賀公園の西側）
(2) 面積 51,644.73㎡

３ 主な整備予定施設（仮称）

(1) 西部医療センター中央病院
(2) 健康増進支援施設健康増進支援施設
(3) 重症心身障害児者施設
(4) 交流広場

クオリティライフ21城北整備事業とは

クオリティライフ21城北全体構想 基本理念

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１世紀の市民のクオリティライフを支えるまち  

「 ほ っ 」 と 安 心 を 支 え ま す

「いきいき」とした暮らしを支援します 

ともに理解し尊重しあえる心を育みます

「市民誰
だ れ

も」の

病気や障害の有無にかかわらず、市民誰もが、ここで出会い、ふれあうことで、とも
に理解し尊重しあう心を育み、その心を広げていくことをめざします。

「いきいき」として暮らす市民にあふれる21世紀の生活の質の高い都市

クオリティライフクオリティライフ2121城北城北

クオリティライフ21城北全体構想 まちづくりの方向

21世紀の市民のクオリティライフを支えるため、次の5つの視点でまちづくりを進めます。

21世紀にふさわしい医療サービスが適切に受けられるまち

健康づくりを支援するまち

障害者をはじめ、誰もが生きがいをもって過ごせるまち

こどもを生み、育てやすい環境づくりをするまち

市民との協働が支えるまち

西部医療センター中央病院

健康増進支援施設

重症心身障害児者施設

交流広場

「健康増進支援施設（健康たのシアム、なごや健康カレッジ）」

○少子高齢化の進行

○生活習慣病の増加

○要支援、要介護者の増加

来て 見て やろう 健康づくり

楽しみながら健康づくり

一人ひとりにあった健康づくり

市民、グループの交流を支援

正しい知識の習得、動機づけ

健康づくり活動・交流

実践、習慣化

背景

方針

主な機能と特色

健康なごやプラン21
(健康日本21の地方版)

○社会的損失の増大
○社会保障費の増大
○健康情報の氾濫

○社会全体での取り組
みの必要性課題

健 康

グラウンド
健康カレッジ

参加・体験型学習、健康講座、健康づくりスタッ
フ養成

健康学習機能

健康づくり市民・グループの交流・活動拠点、子
育て支援、健康グラウンド（全天候型）

交流・支援機能
健康たのシアム

健康づくり相談、健康情報提供、エイズ情報センター情報提供機能

クオリティライフ21城北全体構想 分野別構想
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イメージ図イメージ図

健康増進支援施設

志賀公園

西部医療センター
中央病院

重症心身障害児者施設

交流広場

連絡橋

クオリティライフ21城北全体構想 連携

機能の高度化、効率化、広域化をめざして、地区内の施設間連携を軸に、地区外の関連す
る施設と強く連携し、多様化・複雑化するニーズに対応します。

健康増進支援施設

中央病院

重症心身障害児者施設

志賀公園交流広場

健康づくりの支援・交流

大学・研究機関 スポーツセンター
保健所 ボランティア

学校
地域グループ
会社等団体

○施設ボランティアの育成
○福祉ＮＰＯとの連携調整
○介護・介助職員の研修
○健康グラウンド、リハビリ施設の共用

○健康ＮＰＯ・ボランティアの育成、派遣
○運動療法
○健康カレッジへの講師派遣
○リハビリ施設の共用

城西病院

西部医療センター

地域医療機関
医療連携

他の市立病院
市立大学病院

○診療連携
○緊急時・急変時の救急医療対応
○高度医療機器の共用

保健所
児童相談所
更正相談所

在宅生活支援スタッフ 地域医療機関 障害児者福祉施設

在宅生活支援・地域連携

健康増進支援施設の目標とテーマ

• 目標

• テーマ

健康寿命の延伸健康寿命の延伸

支

援

多くの市民が

科学的根拠の下に

楽しく・継続して

生活習慣を改善する

各区なごや健康カレッジ教室型の取り組み例

区学習セン
ター

健康体操・健康講座３

区スポーツ
センター

ウォーキングストレッチ２

保健所食育について４

クオリティラ
イフ21開講式・健康チェック１

会 場内 容回

クオリティラ
イフ21閉講式・健康チェック１２

区スポーツ
センター

太極拳１１

自宅で運動
各回の受講時に報告

運動に取り組む習慣が身につく

自宅できる、個人にあった
ウォーキング等のプログラム

の提供

生きがい・仲間づくり生きがい・仲間づくり

運動継続の仕組み

２学年へ

卒業生は大学院でリーダー養成研修 各地区の指導者へ

… … … … … … … … … … …

運動の運動の継続継続

なごや健康カレッジ
（イメージ図） [２０１０年]

なごや健康カレッジ
（本部）

参加

【目 標】
各区１００～１５０人の受講生

初年度 市全体で２,０１０人
５年後は 約８,０００人へ

なごや健康大学院

・人材育成
・個別健康づくりプログラム開発
・各区運動基本プログラム研究

・カレッジ各区教室の管理
・受講者データ管理
・健康づくり総合相談窓口

・独自プログラムの企画・運営
・卒業生のフォロー

なごや健康カレッジ各区教室
（月2回程度開催）

市

民
なごや健康カレッジ
各区教室（１６区）
１００～１５０人
３～４コース

通信教育

なごや健康カレッジの手法別取り組み

低年齢の頃からの
正しい生活習慣を
身につける

膝痛、腰痛
の緩和を希
望する人

• 個人にあった運動を、テキストを
参考に自分でウォーキングやト
レーニングを行い、インターネッ
トや郵便で成果を提出、その後
運動等の指導を受ける。

自宅運動・栄養・休養の
習慣化

健康増進支
援施設

（本部）

幼児～青
少年

親子の運動教室等

全年齢

• 生活習慣病の低年齢化を防止
するための健康づくり等

スポーツセンター、生
涯学習センター、保
健所等

通信教育型

イベント型

健診の要
指導・要観
察者

運動・栄養・休養の
習慣化

４０～６０歳• インターネットや郵便で運動など
指導を受ける

• 普段は、自分でウォーキングや
トレーニングを行い成果を提出

• 都合のつく時に面接により指導
を受ける

自宅

＋

スポーツセンター、生
涯学習センター、保
健所等

通信教育型＋教室
型

運動の習慣化

６０歳以上• 月に数回、地域の施設等で運動
などの指導を受ける

• 普段は、自分でウォーキングや
トレーニングを行い、必要時に
指導受ける。

コミセン・どんぐり広
場・公園等

＋

自宅

地域密着型

運動・栄養・休養の
習慣化

生きがい・仲間づく
り

４０歳以上• 月に１～２回教室で受講。健康
づくりの学習・実技、日常の運動
指導の受講

• 教室の合間は、自分でウォーキ
ングやトレーニングを行い、教室
受講時に成果提出、指導受ける。

スポーツセンター、生
涯学習センター、保
健所等

＋

自宅

教室型

各区

なごや健康カ
レッジ

対象活動内容（例）活動場所方法・ねらい
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なごや健康カレッジの連携大学
平成１６年度
試行の調査事業（２区）
東区（名古屋大学）・天白区（東海学園大学）
平成１７年度
試行（３区）
東区（名古屋大学）・瑞穂区（名古屋市立大学）・
天白区（東海学園大学）
平成１８年度
試行（４区）
東区（名古屋大学）・北区（中京大学）・
瑞穂区（名古屋市立大学）・天白区（東海学園大学）
平成１９年度以降に予定の連携大学
愛知学院大学、名古屋学院大学

なごや健康カレッジの活動場所

本部 （健康増進支援施設内）

プログラム作成、個人データ管理、指導者養成

区の活動

既存の資源（施設）を活用

• 各区の市スポーツセンター（１６区全てに設置）
• 生涯学習センター
• 各区保健所（１６区全てに設置）
• 連携大学
• 町内単位のコミュニティーセンター、公園、広場
• 民間フィットネスクラブなど

東区「転ばん大幸教室」

名古屋大学（大幸医療センター）

天白区「自然の中で健康づくり教室」

天白スポーツセンター 軽運動室

相生山緑地

天白区「健康學ノススメ」

天白スポーツセンター 軽運動室
「太極拳」

東海学園大学
「コンディショニング・ストレッチ」


